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～
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=
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“ ?解 の 公式 より
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C =

2 × 5
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ア :

A 中学校 の最頻値 : 6 ～ 7⇒=
B 中学校 の 最頻値 : 7 ～ 8 ⇒⑪ =凸
よって 誤 り

⑩
A 中学校 の相対度数 : 307 等しい 。

B 中学校 の 相対度数 :

1= 307 } よて 正～



ウウ

A 中学校 で7 時間 未満 の 生徒 は

0 + 3 + 10 = 13人

よって 割合 は

旦 X 100 = 43
.

3 … %
30

よ。 て 40 % より 大 きいので 誤 り

:エ

B 中学校 は 90 人 なのでデ ー タを 小 ェ …順 に

並 べたときの 中 央値 は 45 番目 と 46 番 目 の

生徒 がる 階級 。

表 より 45番 目 と 46 番目 の 生徒 がる 階級は

7 時間以上 8 時 間末満 なので 誤 り

* 累積度数 より

6 ～ 17 : 148 + 27 = 36

7 ～ 8 : 148 + 27 + 29 = 65

よってデ ー タを 小 さ 順 に 並 べたとき

7 ～ 8 には 37番目 ～ 65 番目 の 生徒がる

4
.

赤玉 を 赤 ↓ 赤 2
. 赤 3

.

赤 4
.

白王
、 を 1 , 白 2

と 区別 する 。

樹形国 は以下 の通り



赤 2

赤(
赤 2
√
赤 3

赤 4

赤の き ?
赤 3日昨 ?

白 2 0

白 2 0
白 2 0

赤4 さ 8 白一白 2

玉 の 取 り 出 し 方 は 全部 で 15通 り
。 そのうち 赤 が

1 個
,
白 が 1 個取 り 出 す方法は 8通 り

。

よて 求 める 確率 は

虚
5

.

底面 の 半径 は 3 cm
,
円柱 の 高 さは 10 cm より

体積 10 = 90 π em
～

は 3 × 3 ×π×

6 c D ① 点 A Ʃ 通 り AB に 垂直 な
.

線 を 描 く

s然 ② 点 A を 中心 として 半径 AB

の 円 を描 き ① との 交点 を

C とする 。

③ 点 B
.
点 C を 中心 として半径

AB , AC の 円を 描
き
交点 を

D とする
。



④
.

A .
B

.
C , Dを 結 ぶと , AB を 1 辺 とする 正方形 となる

て
。

9 月 に 国書館 を 利用 した 男子 を x 人. 子 を Y 人 とする
。

10 月国書館 にを 利用した人数 は 253 人 であり

9 月 より 33 人 増 加 したので

xty - 33 = 253
～ ～

9 月 の 利用者 33人増 月の利用者

∴ .
x
ty = 220 ー ①

また
。
10 日 の 利用者 は 9 月 と 比べて , 男子 は 21%

増

女子 は 10 % 増 で 合 わせて 33人増 となったので

。 x - 器 Y = 33

: . 21x t 10 y = 3300 - ②

よ 。 て
,

①× 10 - ② より

lOx t 10 Y = 2200

21 x t 10 y = 3300)-

- l 1
x

= - い O 0

C= 100

x = 100 を ① に 代入 して

100 ty = 220 ⇒ y = 120

よって 9 日 に 国書館 を 利 用 した 男子 は 100 人 子 は12
～～



( 三 )

1
. 選 んだ 3 つの 数が 2

,
6

. 7 なので
,

並 べて

できる 3 つの 整数 のうち

最 大 : 762

最小 : 267

よて Q = 762 - 267 = 495
～

2
.

イ : 選んだろつの 数 が A
,
b

.

C であり a 7 b > C

より 最 も 小 さい 数 は C
,
最 も 大 き 数 は A である

。

よ
。

て
,
ろけたの 最 も 小 τ …整数は

l 00 c + 10 b + 9
mm

ウ : θ= 100 a t lobt C - ( l 00 ctiObt a )

= l 00 a t lobtC - looc - tob - a

=99 a - 99 c

= 99 ( a - c )
m

3
.

( 1
)

②= 3 96 であるから 2 ウより

396 = 99 ( a - c )

∴ a . c = 4

2 , て
,

a - c = 4 となる
A
, C の 組み 合 わせを考える

ただし 、 A ) C である

( a
,

C ) = ( 5
.

1 )
,
( 6

.

2 )
,

( 7
,

3 )
(

8 . 4 )
.

( 9
.

5 )



また
,

a 7 b ) C であるから

( a
,
C ) = ( 5

,
1 ) ⇒ b = 2

.

3
.

4

= ( 6
,
2 ) ⇒ b = 3

.

4
,

5

= ( 7
,
3 ) ⇒ b = 4

,
5

,

6

= ( 8 , 4 ) ⇒ b = 5
.
6
.

7

= ( 9
,
5 ) ⇒ 1D = 6

. 7 , 8 .

各 R の ( a , c ) に 対 して b が 3通 りあるので
5 × 3 = 15通り
～ ～

(a
,

C ) の b の 組 み合わせ
組 み合わせ

( 2 ) a 7 b 7 C のとき , Q は b の 値 に 無関係 である
。

σ 1
,

3
,

8 のとき Q = 831 - 138 =693)
m

。 2
,
3 , 8 のとき Q = 832 -238 =594L

～

, 3
.

4
,

8 3
,

5
.

8 3
,

6
,
8 3

.

7
.

8 の εきル) ( ) . c )

Q = 99 ( 8 - 3 ) = 495
～ ?** Q = 99 ( a - c ) で a = 8

,
C = 3 とすると

, これらの

組 み合 わせは 全 て a > b 7 c を 満 たすので

同 じ 値
司 じ

, ( 3
,

8
,
9 ) σ とき Q = 983 - 389 = 59～

よて ,

495
,
594

,
693

mm



(四 )

1
.

PQ EDA の 交点 を $

とする
、

1

OQSACOQRP に
6 S

是 おいて
, SANRP より

\
ー

3 . 同位角 が 等 しいので
.

6 ×

LQSA = LQRP 一 ①

LQAS = LQPR - ②

①
.
② より 2 組 の 角 がそれぞれ 等 しので
LQS ASOQRP

OQRP は PQ = RP の =等辺三角形 なので 0 QSA

も = 等辺三角形である 。 よて AQ = AS より

AS = 3 cm 。 したがて

Y =±× 3 × 3

= 9
～

2
.

( い ) θ ≡ x ≤ 4 では放物線 なので Y = Ax とおくと

( 4
,

8 ) を 通 るので

8 = ax 42 : 1 ba = 8 : a = 土

よ
。 て Y = 1 x
～



( 2 )

O ≡ x ≤ 4 のとき = ま x であるから , 重 なてる”

部分 は 三角形 である
。 ⇒ 点 D が RQ 上 かそれより

右側 にあるとき 。 ( x = 4 で 点 D が R Q 上 にある )

R

D C

ノ
ノ

ィ
/
"

p A Q B

σ 4 ≡ x では 重 なてる 部分 は 台形 となる
、

R

D C

リ/"
AP Q B

n 面積 が 一 定 となるのは RP が DA 上 かそれより

右側 にきたときである 。

R

D

'Y//1 "

C 部RPが DA 上 に

あるとき

AP BQ



以 上 をふまえてまず
,
QR の 込 上 に 点 D があるとき

を 考 える
。

R

D

ノb ぎ K
/
//m ,

t α-4
。
1 B

1 . より OAQD は =等辺三角形 であり AQ = 4 cm なので

DA = 4 cm .よて a = 4
～

次 に RP が DA ± にあるときを 考える

R
RQ と CD の 交点 を 「 とする

。

oD .

T C
O RDT C ORAQ におて{ DT "AQ より 同位角 が{ 等 しいので

p
AQb B LRDT =< RAQ ー ①

LRTD = LRQA 一 ②

① . ② より2 組 の 角 がそれぞれ等しいので
D RDTSL RAQ

対応 する 辺 の 比 は 等 しから

RD : RA = DT :AQ( b - 4 )

: b × DT = b ( b - 4 )



b は □ でないので 両辺 を b で割 て

DT = D - 4
.

よって 重 なてる 部分 の 面積 ( 台形 ) は

y
= 4 b - 8

グラフよりこの 台 形 の 面積 が 14 なので

4 b - 8 = 14

4 b = 22 :b
よて a = 4 , b
～

(五 )

.



OABC と O BDC において 、

線分 AB は 直径 だから
∠ ACB =∠ BCD = 90 ー ①

OABC で LACB = 90 ” だから

∠ BAC = 90
-

LABC ー②

仮定より ∠ ABD = 90 だから

∠ DBC = 90~ -LACB ー③

②
.

③ より

LBAC = LDBC ー④

①
.

④ より 2 組 の 角 がそれぞれ等 し … の

OABCCS OBDC (証明終わり )

2
.

い )

1 .より OABCSOBDC

なので 対応 する 辺 の 比
い

は 等 しいから

～ BC : DC = AC :BCS
3

∴ . BC
2

= 3^ BC 70 より BC =3cmmmm



( 2 ) AB
,
DB

, DH
.

点 C から OB に 垂線 を

下 ろした 足 を H とする
1

1 求 める 面積
3 Λ

s

= ABD - (OAOC +

B 意 2

おうぎ形 OBC )
、

1160 V なので
,
まず ABBD , CH

ー
√3 ～ 3

ー
の 長 さを 求 める

AB について

LABC と OAD B において

∠ ACB = LABD = 90
ー

の ①

共通 な 角 は 等 しから
LBAC =∠ DAB ー ②

の
,
② より 2 組 の 角 がそれぞれ 等 しので
LABC ∞ LADB

対応 する 辺 の 比 は 等 しから
AB : AD = AC :ABM3
: . AB 2 =12 AB 70 より AB= 2 =23cmm

BD について

OABD で 三平方 の 定理 より

BD =√ 4-☆ー



= √女

= 2

CH について

O B は 点 O の 半径 で AB = 2√ 3 よりOB=√ 3cm

OC も 点 O の 半径 より OC =√3 cm

(いより BC =√ 3 cm

よ 。 て L OBC は 正 ≡ 角形 である
。

⇒ LCOH = 60 ?

説
0
/ 160 in

B
H

また , □ COH は 30 -60 - 90の 直角 三角形 より

O . H : OC : CH = 1 : 2
:β

管
よって

Oc : CH = 2 3
原

2 CH = 3 ⇒ CH =

5
cm
～

～



求 める 面積
- OABD - COAOC +

1 おうぎ形 OBC )

彎
600

ー3人 s
、

OABD = 1 , 3 x 2 = 23

O AOC = 上 x √3 ×Ʃ =③
おうぎ 形 OBC = B ×B ×π ×

36⑥
= 3 π × #
= 匹

よって 、求

める 面積 は

2√3 - (③π ) = 43 - 3 . 匹
2=


